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Calculated MW:185 kDa; Observed MW:220 kDa
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BRG1; CSS4; SNF2; SWI2; MRD16; RTPS2; BAF190; SNF2L4; SNF2LB; hSNF2b; BAF190A; SNF2-
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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はSWI/SNFファミリーに属し、ショウジョウバエのブラフマタンパク質に類似しています。このファミリーのメンバーはヘリカーゼ活性とATPase活性を有し、遺伝子周囲のクロマチン構造を変化させることで、特定の遺伝子の転写を制御すると考えられています。コードされるタンパク質は、ATP依存性クロマチンリモデリング複合体SNF/SWIの一部であり、通常はクロマチンによって抑制されている遺伝子の転写活性化に必須です。さらに、このタンパク質はBRCA1に結合するだけでなく、腫瘍形成性タンパク質CD44の発現も制御します。この遺伝子の変異は、ラブドイド腫瘍素因症候群2型を引き起こします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年5月]
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	BRG1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した K562 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

